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　1：50, 000  地質図幅　                                                                   
　説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          ( 昭和 33 年稿 )

小　清　水
( 網走―第 38 号 )

　　本図幅の野外調査は昭和 31 年 8 月から 10 月までの間，延 60 日にわたって行わ

れ， 第 三 系 と 火 成 岩， お よ び 図 幅 地 域 西 半 部 の 第 四 系 の 調 査 は 島 田 が， 東 半 部 の

第四系の調査は矢崎が担当した。

　 ま た 火 成 岩 の 検 鏡 に は 本 所 松 井 和 典 技 官 の， 化 学 分 析 に は 技 術 部 化 学 課 の 協

力を得た。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は網走市東部，東藻琴村北部および小清水町北西部を含み，地域の南部

は藻琴山の北側山麓の北端にあたり，北部は屈曲に乏しい海岸線をもってオホーツク

海に臨んでいる。

　図幅地域の大半はごく緩傾斜の海侵台地地形を呈し，南側の最高標高は約 120m で

あって，それからオホーツク海の方面に向かって緩く傾斜する。たゞし北西隅には標

高 100 〜 160m の処があり，したがって地域内においてこの部分が一番高い。

　海岸地帯にはその中央部に濤
と う ふ つ こ

沸湖・藻琴湖などの湖沼地帯が存在し，その附近は湖

周辺の湿地地帯と，原生花園として著名な砂丘地帯や，その他の海岸平地帯とで低夷な

地形を形成している。このほか東部の止
やむべつ

別川下流地域にも河川の氾濫原面を示す低平

な地形が存在する。

　藻琴湖は南北の長径約 2.5km，東西の短径約 0.5km，面積約 1.3km2 であり，最

深部の深度 5.8m である。濤沸湖は東西に長く延びており，長径約 8km で，面積は

約 9.7km2 である。両湖ともに一般には中鹹度水の湖であるが，濤沸湖の東隅にある

浦士別湾は淡水湖の状態を呈している。

　段丘地形としては海岸段丘は認められず，ほとんどの段丘は河成段丘で，藻琴川中

流の東藻琴附近には 6 段階の段丘地形が発達する。このほか止別川下流の小清水町の
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旧飛行場跡附近に，開析のかなり進んだ低位段丘の平坦面が発達し，浦士別川下流の

一部にも河成段丘が認められる。

　河川のおもなるものは，図幅地域の西部から東部にかけて，鱒浦川・イチャルニ

川・藻琴川・丸万川・オンネナイ川・浦士別川・止別川などがあり，北方に緩く傾斜

して起伏する台地の間を縫って，おゝむね北流する。これらのうち藻琴川は藻琴山に

源を発し，シンブイ藻琴川・チブサ藻琴川を併せて藻琴湖に入り，丸万川および小清

水町の西境を流れる浦士別川は濤沸湖に注ぎ，両湖とも砂丘を切って海に入る。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本図幅地域内の地質系統は新第三系および第四系である。第四系の美幌層は図幅地

域全域にわたって分布発達しているのに対し，火成岩と新第三系に属する地層は，図

幅地域西部の藻琴川以西にだけ分布し，これ以東では美幌層下に潜在している。地層

の細別区分および模式的関係を地質総括表に示す。

　この地方の新第三系は中新統の車止内層・網走層，網走層と同時異相関係にある鱒

浦層・能
の と ろ

取層および鮮新統の呼
よ

人
びと

層に区分されるが，この図幅地域内においては車止

内層の下部，能取層および呼人層の露出を欠いている。

　第四系の更新統に属するものは美幌層と河成段丘であって，美幌層は図幅地域北西

部では，上部の軽石質火山灰層と下部の砂礫層との 2 部層からなるが，北西部以外の

地域では上部から

上部凝灰岩層

上部砂礫層

中部凝灰岩層

中部砂礫層

下部凝灰岩層

下部砂礫層

黒色火山灰層
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のように，7 部層に区分できる。

　河成段丘は東藻琴附近に標式的によく発達し，6 段の段丘面を認めることができる。

　現世統に属するものは，冲積層と海岸地帯の砂丘群とに区分した。

　火成岩はいずれも安山岩に属し，岩床・岩脈・熔岩流などの型態をとるが，噴出の

時代は網走層堆積中および美幌層堆積直後と思われる。

　第三系は図幅地域西隅で数多くの褶曲構造を形成し，その軸はいずれもほゞ南北方

向の傾向を示す。これに対して上位の美幌層は緩傾斜をもって被覆し，そして図幅地

域の中部と東部とではほとんど水平にみえる緩傾斜を示す。

Ⅱ．2　新  第  三  系

Ⅱ．2．1　車止内層 ( 上部 )

　車止内層は本図幅地域外北方の網走市西方卯
う ば ら な い

原内川上流地域，および網走市街車止

内の沢附近に標式的に露出し，卯原内川上流地域においては，上から次の 5 部層に細

別できる。

縞状泥岩層 ( 層厚 25m 以上 )

上部細粒砂岩層 ( 層厚 180m)

塊状泥岩層 ( 層厚 310m)

縞状緑色砂岩層 ( 層厚 210m)

下部細粒砂岩層 ( 層厚 310m)

　本図幅地域内の地表に露出するものは，これらのうち本層上部に属する上部細粒砂

岩層と，縞状泥岩層だけである。

　下部細粒砂岩層は本地域内にはみられないが，標式地卯原内川上流においては，主

として淡青灰色細粒砂岩からなり，基底は礫岩をもって古生層を被覆している。次の

化石を産する。

Yoldia sobrina  TAKEDA 

Mya  sp .  

Cardium  sp .  

Acila  (Acila)  vigal ia  var.  elongata N.  & H.
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Euspira  sp .  

Buccinum  sp .  

Port landia  (Port landel la)  watasei  (KANEHARA) 

　その上位の縞状緑色砂岩層もまた卯原内川流域に露出し，諳緑灰色中粒砂岩を主と

し，細粒砂岩・粗粒砂岩・細礫岩・砂質淤泥岩を混えた互層からなり，まれに化石

(Cardium  sp .  ) を含む。

　さらに上位の塊状泥岩層は，卯原内南側の越
こしとし

歳南西部に広く露出するほか，網走市

街の車止内の沢およびトンネル附近に露出する。無層理塊状，諳灰色〜青灰色，やゝ

硬質の淤泥岩で，きわめてまれに大型介化石を産する。

　さらにこの上位に，本図幅地域内にみられる上部細粒砂岩層および縞状泥岩層が来

る。　

　上部細粒砂岩層

　本層は図幅地域外網走市西方越歳の南方，車止内の沢およびポンモイ石切場附近に

も露出しているが，図幅地域内では潮見北方大滝の沢上流，および豊
とよさと

郷北方イチャル

ニ川西の沢中流の 2 ヵ所の，合計 3 カ所に小さく露出する。ほとんど無層理，部分的

にやゝ凝灰質なところがある淡青灰色〜淡灰色の細粒砂岩からなり，ときに中粒砂岩

を挾む。化石を比較的多く産し，次のものを得た。

Periploma yokoyamai  MAKIYAMA 

Yoldia  sp .  

Turri te l la  sp.  

Dental ium  sp .  

　網走市ポンモイ海岸附近の競馬場の沢において，昭和 28 年，60m の坑井が掘さく

された際に，本部層から天然ガスの湧出をみた。

　層厚は越歳附近で約 180m であり，車止内の沢では大略 180 〜 200m と推定される

が，本図幅地域では露出地域が僅少のため，層厚の推定はできない。

　地質時代は上位の縞状泥岩層とともに，中新世後期と推定され，滝の上統に対比さ

れるべきものであろう。

　縞状泥岩層

　上部細粒砂岩層の上位に整合関係にある地層で，露出地域もほとんど上部細粒砂岩
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層と同じである。淤泥岩と砂質淤泥岩との細互層であって，全般的にすこぶる軟質で

ある。層厚は約 10 〜 25m 程度に変化する。

　本部層は網走層の下位にあって，地域的に層厚を若干変化し，また岩相が網走層お

よび鱒浦層とは異なっている点と，全道的には両者は不整合関係にあるという点から

みて，網走層とは平行不整合関係にあるものと考えられる。

Ⅱ．2．2　網　走　層

　能取半島東岸より南下し，本図幅地域北西隅まで連続して露出する網走層は，主と

して火成砕屑物に富む粗粒砂岩・中粒砂岩・礫岩の互層からなり，しばしば細粒砂岩・

淤泥岩・集塊岩・安山岩質熔岩流を挾んでいる。

　本層中の安山岩質熔岩流は層状に網走層の互層中に挾まれていて，その下盤の地層

に僅かながら熱変質を与えている。

　化石はまれに二枚貝化石が得られる程度で，時代決定に役立つものは産出していな

い。

　地質時代は網走市周辺において，本層の上位に，能取層の硬質頁岩が整合にのって

おり，かつ，この硬質頁岩層は全道的に分布する上部中新世の，いわゆる硬質頁岩層

であるから，本層も層序および岩相上から中新世とみなされ，川端統・増幌統に対比

される。

Ⅱ．2．3　鱒　浦　層註 1)

　図幅地域北方の能取半島においては，網走層中に頻繁に集塊岩および熔岩流が挾ま

れているが，本図幅地域内の鱒浦・豊郷附近ではこれらが少なくなり，全般的に泥質

となり，網走層と岩相を著しく異にした鱒浦層が網走層中に発達している。

　その模式地は網走市鱒浦の勇
いちやるに

仁川支流，東の沢中流から沢口までの間である。網走

層との関係については，網走層の下部を一見不整合状に覆う場合，網走層の下部に整合

的にのる場合，あるいは本層が網走層の安山岩質熔岩流および火山砕屑物に富む粗粒

岩に直接覆われる場合があり，したがって鱒浦層は網走層の中部の同時異相であり，

鱒浦附近では両者は指交 (interf inger ) 関係にあるものと考えられる。

　註 1)　島田忠夫・矢崎清貫 (1956)
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　本層の当図幅地域内における分布範囲は，鱒浦を中心として鱒浦海岸に注ぐ各沢の

流域，および稲富の西部と北部の小沢であり，そのほかでは広く第四紀層に覆われて

露出していない。

　正確な全層厚は測定できないが，鱒浦附近における最厚は 200m あまりであり，南

東方へ層厚を増す傾向がみられる。

　模式地における岩相は，淤泥岩および頁岩が主であって，細粒砂岩・中粒砂岩が従

である互層で，白色細粒凝灰岩をまれに挾んでいる。

　このほか模式地以外では淤泥岩・頁岩・スコリア質粗粒砂岩・粗鬆粗粒砂岩の互層

の場合もあるが，岩相の水平変化はかなり著しく，鱒浦北方では塊状無層理の細粒砂

岩ないしは淤泥質砂岩がよく発達し，また稲富西方では珪藻土ないし珪藻土質砂質淤

泥岩がかなり広く分布発達している。

　化石は未発見であるが，鱒浦層は網走層と同様に，中新世中期であり，北海道中央

部の川端層や釧路地区の忠類層に対比される。

　網走層との関係が明らかに観察されるのは，ポンモイ海岸大滝の沢およびその南の

小沢であり，その様子を次に述べておく。そこでは網走層の下部の粗粒砂岩・礫岩の

互層の上位に，それらを斜めに切って鱒浦層がのっている。そこでは両層は走向・傾

斜ともに異なり，岩相も相違している。すなわち鱒浦層は塊状無層理の細粒砂岩ない

し淤泥質砂岩であり，または硬質頁岩・淤泥岩・中粒砂岩の互層であるが，下位の網

走層下部は火山砕屑物に富む粗粒砂岩・礫岩の互層である。下位の網走層の層厚は大

滝の沢西側潮見附近において約 150m に過ぎないが，一般には本層は層厚約 650m

をもち，網走周辺では上位にそれぞれ整合に能取層・呼人層が存在するので，網走層

下部の上位にのっていて，かつ能取層・呼人層とも岩相が若干異なるこの地層を，網

走層・能取層・呼人層などと区別して，鱒浦層としたが，網走層との堆積関係は次の

理由によって同時異相と考えた。すなわち鱒浦川上流のポンモイ背斜の西翼では，本

層の上位に整合に安山岩質熔岩流が存在し，その上位に火山砕屑物に富む網走層がの

っている。この附近の鱒浦層は層厚を減じ，岩相も淤泥岩・頁岩・スコリア質粗粒砂

岩の互層となっている。すなわち本層は西から東へ向かって層厚を増し，より泥質に

なる傾向がみられるが，このように本層の上位と下位に網走層が存在する点から考え

て，本層を網走層の中部の同時異相と考え，一見不整合のようにみられる基底面は層
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間異常的な関係を示すものと考える。

Ⅱ．2．4　地 質 構 造

　本図幅を大観すると図幅地域西部に露出する新第三紀の網走層・鱒浦層は，第四紀

の美幌層下位において，ほゞ南北方向の褶曲軸を有する背斜，向斜構造を形成してい

る。これらの構造を西から東に向かって配列順に挙げる。

天都山向斜

車止内背斜 ( 南沈降部 )，豊郷背斜

ポンモイ向斜，豊郷向斜

ポンモイ背斜

鱒浦向斜

　このほか図幅地域西隅中部には稲富背斜が推定されるほか，豊郷北東部には鱒浦半

ドーム構造が存在する。これらの構造を切る美滉層堆積前の断層には，勇仁川西側の

沢上流豊郷附近の沢中に，小断層が 2，3 確認されるが，大きなものは鱒浦から勇仁西

方を走る鱒浦断層である。この断層は勇仁川西側の沢における観察では走向 N30°E，

傾斜北西に 50°の正断層であり，鱒浦トンネル附近では走向 N62°E，傾斜北に 64°で

ある。

Ⅱ．3　第　四　系　

Ⅱ．3．1　更　新　統

　美　幌　層

　本層は未凝固の礫・砂・泥からなり，かつ著しく火山噴出物に富み，岩相の水平変

化が激しい。本図幅地域のなかにおいて概観すると，東西方向では，西に単層として

発達する砂礫層が，東になるに従って 3 部層に分岐し，火山噴出物が増大する。また

南北方向に対しては，概して南に火山噴出物が多く，北ではそれに比較して砂礫を増

している。

　本層には介化石・亜炭層などが含まれていることからみて，上記の岩相変化を生じ

たのは，堆積場所が瀕海性―半陸性―陸性附近にあったことに起因するものと考えら

れる。
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　この美幌層は図幅地域北西隅では薄層であるが，同層中の凝灰岩を鍵層として追跡

した結果では，南東方向に層厚を増していて，巨視的にはごく緩い傾斜をもって北西

方向に傾斜しているようである。

　美幌層の厚さは，約 50m 以上が予想され，岩相から便法的に下位から，黒色火山

灰層・下部砂礫層・下部凝灰岩層・中部砂礫層・中部凝灰岩層・上部砂礫層・上部凝

灰岩層の 7 部層に区別できる。もちろんこれらは，一連の整合関係にある堆積物であ

るが，岩相の水平変化が激しいために，一部においては岩相による区分は困難な所も

ある。このことは本図幅地域内においても，藻琴湖―東藻琴の南北性の低地を境とし

てその東部と西部に対していえることである。

　黑色火山灰層　本層は，図幅地域の中南部にみられ，後述する地層とはかなり異な

った分布形態を示している。このことは本層が陸上堆積物註 2) としての要素を多分に

もっているからである。岩相は黒色火山噴出物を主とし，そのなかに黒色亜角礫状軽

石が散在する。また風成層註 3) と思われる細粒砂が偽層を呈して発達している部分も

ある。厚さは，みられる範囲では約 20m 内外であるが，下位との関係は本図幅地域

内においては不明である。本層は空間的に区切られた分布をすることと，陸成層であ

るという理由から，時間的には下部砂礫層と同一であるか下位のものであるかは，現

在の資料で断定することは困難である。よって今回は，一応美幌層最下位を占めるも

のと考えた。

　下部砂礫層　本層は図幅地域中の新第三系の侵蝕起伏面の底凹部に沈積したもの

で，層厚や分布形態はかなり現地形に左右されている。その結果本層の厚さは場所に

よってかなり異なる。図幅地域中とくに西部によく発達し，東部では薄くなり，黒色

火山灰層に変わっているようである。岩相は西部と東部とではかなり異なるが，西部

においては大豆大の小円礫からなり，概して偽層が著しく，中粒〜粗粒砂によって充

塡されている。礫片には両輝石安山岩・輝石安山岩・新第三系の諳灰色泥岩・灰色砂

岩などもみられるが，とくに古生層と思われる粘板岩・珪岩がもっとも多く認められ

る。また本層上限には厚さを 2 〜 200cm の間に変化する亜炭層が介在し，比較的連続

註 2)　火山噴出物，とくに火山灰がまったく淘汰されていない。包有されている黒色輕石が，亜角礫状を示
している。

註 3)　細粒火山灰が僞層をして発逹しているが，その僞層面は堆積面に対してほゞ 60 〜 90°を示している。
堆積場所がとくに古地形の凹地であった所によくみられる。
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する。その他，場所によっては 20 〜 60cm の化石層 ( 主として Ostrea  sp . ) が発達

するところがみられるが，東部ではみられなかった。また東部においては，急激に火

山噴出物を増していて，概して大豆大の珪質岩類の礫を包含する凝灰質砂を主として

いる。また本層の上部は，下部に比較して細粒砂を主とし，所によっては諳灰色の粘

土層が発達する。層厚は東部では約 3 〜 10m で，本図幅地域の西隅に向かって厚さを

増す傾向がみられ，東部になるに従って厚さを減じているが，図幅地域北西部におい

ては，後述の下部凝灰岩層・中部凝灰岩層が尖滅し，中部砂礫層・上部砂礫層と合体

し，層厚は全体で約 10m となっている。また最小層厚部は，浦士別川河口附近にお

いてみられ，その東ではふたたび層厚を増す傾向がみられる。

　下部凝灰岩層　本層は図幅地域東部に比較的広く分布する。岩相は白色凝灰岩を主

とし，そのなかに白色の軽石を包含する単層である。本層の最下部には厚さ約 20cm

の粗粒〜中粒の白色凝灰岩があり，その下位にある亜炭層の薄層とともにこの組合せ

は，鍵層 (K3 層 ) としてその特徴が活用される。この K3 鍵層は美幌層最下位の鍵

層である。最大層厚部は浦士別川上流にみられ，層厚約 3m 内外を示すが，これから

東および西において層厚を減じて，東部では小清水市街地附近で最小層厚を示し，そ

の東方ではふたたび多少層厚を増しているようである。他方図幅地域北西隅では本層

は尖滅している。

　中部砂礫層　本層は，図幅地域全体に分布する。岩相は，下半部は主として軽石の

小円礫からなり，上半部は粗粒砂および赤土状粘土によって構成されているが，西部

においては粗粒砂を増す。層厚は約 7m で，図幅地域の南西隅東藻琴および浦士別川

上流附近では層厚を増しているが，北西隅では下部および上部砂礫層と一連の連続堆

積層となっている。

　中部凝灰岩層　本層の分布は，図幅地域の中・東部にみられるが，概して藻琴湖以

東によく発達する。岩相は，下部凝灰岩層と岩質的にほとんど同一の白色凝灰岩を主

とし，このなかに白色軽石礫が包含される単層である。層厚は図幅地域中央部で約 4

〜 6m を示し，丸万川河口において最大を示すが，その西側では急激に尖滅し，砂礫

層に移化する。また丸万川河口より東側では，徐々に層厚を減じ，浦士別川河口で最

小となるが，それより東方ではまた多少層厚を増している。

　本層の最下位には本層を特徴づける約 6cm の白色凝灰岩の鍵層 (K2) があるが，
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下部凝灰岩層の K3 層とは異なる副鍵層であって区別できる。

　上部砂礫層　本層は図幅地域の北西隅を除いた地域の，全般にわたって分布する。

中央部において比較的厚く，東部と西部において薄くなる傾向がみられる。岩相は，

下部は砂礫層，中部は粗粒砂・スコリヤ砂などの粗粒砂層を主とし，凝灰岩を挾む。上

部は赤土状粗粒粘土層によって構成されている。層厚は 0 〜 20m を示し，最大層厚部

は丸万川河口附近にみられ，それより西方においては，藻琴湖附近で層厚を減じる

が，さらにそれより南西方向にふたたび層厚を増している。丸万川河口附近より東で

は，浦士別川河口において厚さ最小となり，その東側では多少厚さを増すが，全般的

に東部地域では本層が凝灰岩層に移化するものと思われる。

　本層の中部には 2 〜 6 枚の白色凝灰岩層 ( 層厚 30 〜 150cm) が介在するが，いずれ

もレンズ状で追跡はできない。

　上部凝灰岩層　本層は，本図幅地域全般に分布する。岩相は下部凝灰岩層・中部凝

灰岩層などとほゞ同質の白色凝灰岩を主とし，そのなかに白色軽石礫が包含されてい

る単層であるが，所によっては粗粒砂礫層がレンズ状に発達する。層厚は約 4 〜 20m

以上がみられ，下部凝灰岩層・中部凝灰岩層などとほゞ同様の堆積形態を示している

ようであって，丸万川河口の西側では尖滅して，一部は砂礫層に移化している部分が

あるが，さらにその西側ではふたたび凝灰岩層となり，順次西方に層厚を増し，厚い

凝灰岩の単層となっている。また丸万川の東側においても多少層厚を増す傾向にあ

る。

　本層は下部凝灰岩層・中部凝灰岩層などと異なり，本層の下限には鍵層になるよう

な白色凝灰岩がなく，その点がむしろ本層の特徴である。

　河成段丘堆積層

　東藻琴の藻琴川流域には，良好に発達した河成段丘が 6 段認められる。

　おのおのの段丘の標高は，上位から次の通りである。

第一段丘堆積層　　　　　　70 〜 75m

第二段丘堆積層　　　　　　55 〜 70m

第三段丘堆積層　　　　　　50 〜 60m

第四段丘堆積層　　　　　　40 〜 50m

第五段丘堆積層　　　　　　30 〜 45m
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第六段丘堆積層　　　　　　12 〜 30m

　これらの段丘を構成するものは，角礫・円礫および砂の互層であったり，礫・砂・

凝灰質粘土および泥の互層，または混合物であったりする。

　丸万川中流および上流にも，合計 4 段の河成段丘の発達が認められる。

Ⅱ．3．2　現　世　統　

　砂　　　丘

　鱒浦海岸勇仁附近から東方に北浜，浜
はまやんべつ

止別の間のオホーツク海海岸沿いの細長い

地帯には，波打際から 50 〜 100m 奥の陸地に，高さ約 3 〜 10m の砂丘が点々と連な

って発達しているが，とくに浜止別附近では高さ約 20m を超す砂丘も発達している。

これらの砂丘にはハマナス・エゾキスゲ・エゾスカシユリ・エゾヨモギ・スズランな

どの植物が繁茂し，6 〜 7 月頃には美しい花園となって旅人の目を楽しませ，原生花園

として天然記念物に指定され，北海道の名勝となっている。

　冲　積　層

　冲積層は海岸における砂層，藻琴湖・濤沸湖などの湖畔の砂・礫・粘土層，藻琴

川・丸万川・オンネナイ川・浦士別川などの下流の湿地帯における砂・粘土・泥など

からなる地層，および藻琴川・丸万川・オンネナイ川・浦士別川・止別川などの流域

に分布する泥・砂・礫・軽石などからなる地層があり，いずれも層厚数 m 内外であ

り，最厚部でも 20m 以内である。このほか止別附近には，止別川による氾濫原の粘

土・砂・礫からなる冲積層が広い面積を占めて分布している。

Ⅱ．4　火　成　岩

　本図幅地域中の網走層および鱒浦層のなかには，岩床の迸入および岩脈の貫入があ

るほか，熔岩流の迸出も認められる。これらの活動時期は，上記地層堆積中および美

幌層堆積直後と考えられる。岩石はいずれも安山岩で，次のような種類がある。
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Ⅱ．4．1　普通輝石安山岩

　豊郷小学校西方の沢中の澱粉工場附近に露出する岩脈は，一部自破砕熔岩状を呈す

る安山岩からなり，黒色〜諳灰色，緻密で気孔を有する。鏡下では含有量はあまり多

くないが，0.3 〜 0.6mm くらいの長柱状を呈する普通輝石と，0.5 〜 1.0mm くらい

の長柱状の斜長石の斑晶がみられる。石基は塡間状組織を示し，普通輝石・斜長石・

ガラスからなり，C 型註 4) に属する。

　若
わか

曾
そ ね

根西方チブサ藻琴川のガス徴候地附近において鱒浦層を貫ぬいている岩脈も，

上記に類似の安山岩からなる。この岩石は諳灰色で気孔を有し，鏡下では少量の普通

輝石・斜長石などの斑晶がみられ，石基は間粒状組織を呈し，普通輝石・斜長石・ガ

ラス・磁鉄鉱からなる。

　これらの岩石に類似した岩脈は，このほか豊栄化石産出地附近および勇仁川西側の

沢の沢沿いの各所に分布している。

　稲富北方栄附近の安山岩は，本図幅地域中ではもっとも規模の大きい岩床をなす。

この岩床は網走層・鱒浦層中に迸入するほか，美幌層と網走層の不整合面に沿って迸

入していて，美幌層の基底部にも軽度の接触変質を与えている。この安山岩は諳灰色，

斑状で気孔を有する。鏡下では普通 0.5 〜 3.0mm くらいの柱状の斜長石と，主とし

て 0.5 〜 0.7mm くらい，まれに 2.0mm 程度の短柱状の普通輝石の斑晶が少量なが

ら認められる。石基は C 型で斜長石・普通輝石・磁鉄鉱・ガラスからなり，間粒状な

いし塡間状組織を呈するが，部分的に磁鉄鉱がとくに多くなっている箇所が認められ

る。

　鱒浦川上流の鱒浦層中の熔岩流は，下盤の地層にごく軽度の接触変質を与えている

のが観察される。

　また同質の安山岩は，岩脈・岩床および熔岩流の形態で，本図幅地域の北西隅潮見

西方の処々に分布している。

Ⅱ．4．2　角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩

　西倉西方の湯ノ沢沢口に露出する岩脈を構成するものは，諳灰色，緻密の安山岩で

註 4)　久野久著，火山及び火山岩 ( 岩波全書，196，1954)，p. 207 の分類による。
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ある。鏡下では斑晶として 0.5 〜 3.0mm くらいの斜長石，0.5 〜 1.0mm くらいの普

通輝石，1.5mm くらいの短柱状の紫蘇輝石，1.0 〜 1.5mm くらいの周辺部が普通輝

石化している角閃石がみられ，また磁鉄鉱が共生している。

　石基は塡間状組織を呈し，d 型で，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱，ときに

ガラスなどからなっている。

　この岩脈中の亀裂から，硫化水素臭を伴なう水と天然ガスを少量湧出している。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　天然ガスおよび鉱泉

　図幅地域南東部の網走市稲富において，藻琴川支流のチブサ藻琴川の分岐点から約

3km 上流の湿地帯に，温水とともに天然ガスの湧出する箇所がある。その箇所は美

幌層の下部砂礫層の分布する地域で，地表は 1 〜 2m の泥炭や粘土に覆われているが，

数 m 下方には鱒浦層の珪藻土質淤泥岩または安山岩が潜在すると思われる。約 100m

西方および約 400m 南方には，安山岩の岩脈が露出している。

　おそらくこの附近には第三紀層を切る断層が存在していて，そこから湧出するもの

と思われるが，2 1/2″の鉄管を約 4m 打込んである坑井から，約 3m3/D 程度の可燃

性天然ガスとともに 25℃の温水が 700m3/D 程度湧出している。

　この附近の面積約 100m2 の地域には，一面に可燃性のガスが湧出し，どこを掘っ

ても深度 4 〜 5m で同程度のガスと地下水が湧出する。

　こゝの天然ガスと，これに附随する地下水の分析値は次のようである。

天然ガス分析値 (% )

CO2　　O2　　CH4　　残

　　　　　　　　　　　　　   0.7　　0.1　44.2　55.0 

　　　　　　　　　　　　　　　　地下水分析値

p H  R p H  H C O 3
―  C 1 ―  I ―  B r ―  C O 3

2 ―  S O 4
2 ―  K +  N a +  C a 2 +  M g 2 +  K M n O 4 c o n s .

8.2　8.2　149   249  0.0  tr   10.6  　2>　  9  210  12.4  3.4　        10.0

                                                                                                単  位：    mg/l　　( 分析：地質調査所化学課 )
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　このほかこの天然ガス湧出地から約 400m 上流の火成岩岩脈露出地において，岩脈

の亀裂中から少量の硫化水素臭を伴なう鉱泉が，痕跡程度のガスとともに湧出してい

る。昔時これを沸かして鉱泉浴場として利用したことがあった由である。

　また昭和 29 年頃に鱒浦川中流のポンモイ背斜の軸頂部附近で，道路工事の際に網

走層の粗粒砂岩中から可燃性のガスが湧出し，工事人が焚火をしたことがある。

　また藻琴駅前の郵便局附近で井戸を掘さく中に，一時圧力の強いガスが多量に噴

出し，櫓を吹き飛ばしたことがあるというが，これは附近の地質からみて，多分第四

紀層中の溜りガスではないかと考えられる。

Ⅲ．2　石材および砂礫

　稲富北部に広範囲にわたって露出する安山岩は，道路補修，築港，護岸などの工事

用石材として利用できるものと思われるが，目下のところはほとんど利用していな

い。軽石ブロック工業の主材料として，本図幅地域内の美幌層の P3，P2，P1 各層中

の軽石が利用できるが，現在は藻琴湖西岸の一部を採掘し活用しているにすぎない。

　各種コンクリート工事用の砂・砂利としては，美幌層中の下部砂礫層が利用できる

であろう。

Ⅲ．3　珪藻土および亜炭

　窯業原料用珪藻土の比較的良質のものは，稲富西方の沢附近に分布している鱒浦層

中にみられるが，これも目下利用されていない。

　本図幅地域の北西部においては，美幌層が上部の火山灰層と下部の砂礫層とに分れ

るが，その境界附近に亜炭層がやゝ厚く発達している。亜炭の層厚は一般に数 cm，

ときに 1 〜 2m であって，膨縮の変化が甚だしい。
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(Abstract)

GEOLOGY 

T h e  m a p p e d  a r e a  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  n o r t h e a s t  p a r t  o f  H o k k a i d ō  

f a c i n g  t h e  S e a  o f  O k h o t s k .   I t  i s  c o v e r e d  m a i n l y  b y  t h e  B i h o r o  

f o r m a t i o n  o f  Q u a t e r n a r y ,  a n d  i n  p a r t  b y  T e r t i a r y  s e d i m e n t a r y  

d e p o s i t s .   T h e  s t r a t i g r a p h y  o f  t h e  a r e a  i s  s h o w n  i n  T a b l e  1 .  

Neogene  

T h e  N e o g e n e  f o r m a t i o n s  o f  t h e  a r e a  a r e  a s s u m e d  a s  M i o c e n e  

a g e .  

T h e  K u r u m a t o m a n a i  f o r m a t i o n  c r o p s  o u t  t o  a  s m a l l  e x t e n t  

i n  t h e  n o r t h w e s t  c o r n e r  o f  t h e  a r e a  m a p p e d .   A t  t h e  U b a r a n a i
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T a b l e  1
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d i s t r i c t  2 0  k m  w e s t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d ,  t h e  f o r m a t i o n  i s  d i v i d e d  

i n t o  f i v e  m e m b e r s ,  b u t  i n  t h e  a r e a ,  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  

f o r m a t i o n  i s  c o n c e a l e d .   T h e  u p p e r  t w o  m e m b e r s ,  t h a t  i s ,  t h e  

f i n e  s a n d s t o n e  b e d  a n d  l a m i n a t e d  s i l t s t o n e  b e d  a r e  e x p o s e d  i n  

t h i s  a r e a .   T h e  u p p e r  f i n e  s a n d s t o n e  b e d  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  

m a s s i v e  f i n e  s a n d s t o n e ,  a n d  i s  m o r e  t h a n  1 0 0 m  t h i c k .   T h e  

l a m i n a t e d  s i l t s t o n e  b e d ,  t h e  u p p e r m o s t  o f  t h e  f o r m a t i o n  i s  c o m -

p o s e d  o f  l a m i n a t e d  s i l t s t o n e  a n d  s a n d y  s i l t s t o n e ,  a n d  i s  a b o u t  

2 5 m  i n  t h i c k n e s s .  

T h e  Abashir i  format ion  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  n o r t h w e s t  p a r t  o f  

t h e  m a p p e d  a r e a ,  a n d  r e s t s  u n c o n f o r m a b l y  o n  t h e  K u r u m a t o m a n a i  

f o r m a t i o n .   I t  i s  c o m p o s e d  o f  a l t e r n a t i o n  o f  c o a r s e  s a n d s t o n e ,  

c o n g l o m e r a t e ,  m e d i u m  s a n d s t o n e ,  a n d  p y r o c l a s t i c  r o c k s  s u c h  a s  

a n d e s i t i c  a g g l o m e r a t e ,  a n d  i s  a b o u t  6 5 0  m  i n  t h i c k n e s s .   T h i s  

f o r m a t i o n  i s  c o r r e l a t e d  t o  t h e  K a w a b a t a  f o r m a t i o n  o f  C e n t r a l  

H o k k a i d ō .  

T h e  M a s u u r a  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  a l s o  i n  t h e  w e s t  p a r t s  

o f  t h e  a r e a .   I t  c o n s i s t s  o f  a l t e r n a t i o n  o f  f i n e  s a n d s t o n e ,  s i l t -

s t o n e ,  h a r d  s h a l e  a n d  d i a t o m a c e o u s  s i l t s t o n e ,  a n d  i s  m o r e  t h a n  

2 3 0  m  i n  t h i c k n e s s .   T h e  M a s u u r a  f o r m a t i o n  i s  t h e  h e t e r o p i c  

f a c i e s  o f  t h e  A b a s h i r i  f o r m a t i o n .  

T h e  N e o g e n e  f o r m a t i o n s  a r e  i n t r u d e d  o r  i n t e r b e d d e d  b y  

a n d e s i t e .  

S e v e r a l  f o l d e d  s t r u c t u r e s  s h o w i n g  t h e  t r e n d  o f  N - S  a r e  s e e n  

i n  t h e  N e o g e n e  f o r m a t i o n s .   A  f a u l t  r u n n i n g  N N E  t h r o u g h  

M a s u u r a  i n  t h e  n o r t h w e s t  p a r t  o f  t h e  a r e a  i s  a  m a i n  f a u l t  a p -

p e a r e d  i n  t h e  a r e a  m a p p e d .   I t  i s  a  n o r m a l  f a u l t  d i p p i n g  a t  5 0  ~

6 0 °  n o r t h w e s t w a r d .  

Quaternary  

T h e  B i h o r o  f o r m a t i o n  w h i c h  c o v e r s  a l m o s t  a l l  p a r t s  o f  t h e  

m a p p e d  a r e a  i s  c o r r e l a t e d  t o  t h e  K u s h i r o  s e r i e s  w i d e l y  d e v e l o p e d  

i n  t h e  K u s h i r o  d i s t r i c t  i n  S o u t h w e s t  H o k k a i d ō .   I t  l i e s  n e a r l y
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h o r i z o n t a l l y ,  a n d  u n c o n f o r m a b l y  r e s t s  o n  t h e  A b a s h i r i  a n d  M a s u -

u r a  f o r m a t i o n s .   I n  t h e  M a s u u r a  d i s t r i c t ,  t h e  f o r m a t i o n  i s  d i v i d e d  

i n t o  t h e  s a n d  a n d  g r a v e l  b e d  a n d  t h e  t u f f  b e d  i n  a s c e n d i n g  

o r d e r .   B u t  i n  o t h e r  p a r t s ,  i t  i s  d i v i d e d  i n t o  s e v e n  b e d s ,  n a m e l y  

b l a c k  a s h  b e d ,  l o w e r  s a n d  a n d  g r a v e l  b e d ,  l o w e r  t u f f  b e d ,  m i d d l e  

s a n d  a n d  g r a v e l  b e d ,  m i d d l e  t u f f  b e d ,  u p p e r  s a n d  a n d  g r a v e l  b e d  

a n d  u p p e r  t u f f  b e d  f r o m  t h e  b a s e  u p w a r d s .  

R i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  c o m p o s e d  o f  s a n d  a n d  g r a v e l  a r e  p r e -

s e n t  a l o n g  t h e  r i v e r s .   S e v e r a l  s t e p s  o f  t e r r a c e s  a r e  r e c o g n i z a b l e ,  

a n d  p a r t i c u l a r l y  s i x  s t e p s  a r e  d e v e l o p e d  a l o n g  t h e  r i v e r  M o k o t o  

i n  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .  

R e c e n t  d e p o s i t s  a r e  t h e  s a n d  d u n e  d e p o s i t s  o c c u r r i n g  i n  a

b e l t  a l o n g  t h e  s e a s h o r e  a n d  t h e  a l l u v i a l  d e p o s i t s  a l o n g  r i v e r s ,  

s w a m p s  a n d  l a k e s .  

Igneous rocks  

M a n y  d i k e s ,  s h e e t s  a n d  l a v a  f l o w s  o f  a n d e s i t e  o c c u r  i n  t h e  

w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .   T h e y  a r e  i n t r u d e d  i n t o  o r  i n t e r -  

b e d d e d  i n  t h e  A b a s h i r i  a n d  M a s u u r a  f o r m a t i o n s  o f  N e o g e n e ,  a n d  

s o m e  o f  t h e m  h a v e  w e a k  t h e r m a l  e f f e c t s  a l s o  u p o n  t h e  b a s a l

p a r t  o f  t h e  P l e i s t o c e n e  B i h o r o  f o r m a t i o n .  

ECONOMIC GEOLOGY 

A  s e e p a g e  o f  n a t u r a l  g a s  i s  s e e n  i n  t h e  v a l l e y  o f  C h i b u s a -

m o k o t o - g a w a  ( r i v e r ) ,  2  k m  s o u t h w e s t  o f  I n a t o m i .   A n a l y t i c a l .  

v a l u e s  o f  t h e  g a s  a n d  u n d e r g r o u n d  w a t e r  i n  w h i c h  t h e  g a s  i s  

d i s s o l v e d  a r e  a s  f o l l o w s .



D a t a  m e a s u r e d  a t  t h e  s e e p a g e  a r e  a s  f o l l o w s :  

g a s  v o l u m e  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3  m 3 / d a y  

w a t e r  v o l u m e  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 0 0  m 3 / d a y  

w a t e r  t e m p e r a t u r e  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2 5 . 0 ℃  

A t  t h e  u p p e r  s t r e a m  a b o u t  4 0 0  m  f r o m  t h i s  g a s  s e e p a g e ,  

t h e r e  i s  a  m i n e r a l  s p r i n g  i s s u i n g  f r o m  f i s s u r e s  o f  a n  a n d e s i t e  

d i k e .  

Building stone  i s  o b t a i n e d  f r o m  a n d e s i t e .  

S a n d  a n d  g r a v e l  s u i t a b l e  f o r  e n g i n e e r i n g  w o r k s  a r e  a b u n d a n t  

i n  t h e  l o w e r  b e d s  o f  t h e  B i h o r o  f o r m a t i o n .

Dia tomaceou s  ear th ,  w h i c h  b e l o n g s  t o  t h e  M a s u u r a  f o r m a t i o n ,  

i s  e x p o s e d  t o  t h e  w e s t  o f  I n a t o m i .  

P e a t  s e a m s  a r e  i n t e r c a l a t e d  i n  a  p a r t  o f  t h e  B i h o r o  f o r m a -

t i o n ,  a n d  a r e  e x p o s e d  n e a r  t h e  s e a s i d e  o f  t h e  n o r t h w e s t  c o r n e r  

o f  t h e  a r e a .  

T h e  t h i c k n e s s  i s  v a r i a b l e ,  b u t  g e n e r a l l y  t h i n .
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